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｢ コロナでポロリ 本性が・・ 」       令和 ２年 ５月 吉日  岩本 博之 
 

文藝春秋の巻頭随筆に寄稿されている藤原正彦(数学者)氏の意見は辛辣ながらもユーモアを交え

た論評で敬服しております。その他 養老孟子氏＆神谷秀樹氏・・・経済・学識者のコロナ対策への提言

を引用させていただきます。 

世界中が騒ぐのは「得体のしれないものに対する不安」からで、毎年季節性のインフルエンザで   

５０万人前後が死んでいる事には予防や治療薬があるから無頓着。とにかくワクチンや治療薬が無い

がために世界中が右往左往しデマやフェイクが飛び交っている。トイレットペーパーやマスクなどがいち

早く買い溜めされ品切れ状態。学校一斉休校や緊急事態宣言にも早すぎる・遅すぎる等々、後出し  

ジャンケンの様な 喧
かまびす

しい評論家が続出しています。口をとがらせながら口角泡を飛ばす米中のトップ

同士のいがみ合いにはウンザリを通り越して情けなささえ伺えます。感染病学者が根拠薄弱な     

どぎつい推測を出し週刊誌や視聴率狙いのワイドショーがそれらを競って取り上げている。２００９年に

パンデミック化した新型インフルエンザでは我が国の感染者は１３万人で死者２００人。致死率は   

０．１６％で世界最低。アメリカ３．９％・ドイツは０．３１％。我が国が伝染病の蔓延を防ぐ環境は皆保険

と医療が整備されていると共に、衛生観念の高い民度と公の精神。東日本大震災時、被災者は粉雪 

舞い散る中、援助物資を満載したトラックに一列に並んでも他国のような我勝ちに殺到する事無く、

粛々とそして深々とお辞儀して謝意を表し、行き渡らなかった人には分け合う姿に世界中が驚愕した。

タラネバではないが、FUKUSIMA５０の映画でも忠実に再現されている光景は、もし彼らがいなければ 

東日本全体が被爆で５０００万人が被害に。日本民族だからこそ食い止められた！当時の最高責任者

は鑑賞後に“良くできた劇画”という感想には厚顔
こうがん

無恥
む ち

としか言いようのない虚しさを。 

歴史を振り返ると、何らかの「社会的・技術的・経済的な革命」の度に人類は感染症に襲われて   

います。中世ヨーロッパでの(１４世紀)ペスト大流行も、背景には「農業革命」製鉄が盛んになり農具や

水車が普及。移動する狩猟から定住化する農業従事者と農作物が豊富になると共にイギリス・ドイツ・

フランスの都市化が進み排出されたゴミにネズミの餌やその糞の不衛生さでペストが流行。更に「牧畜」

で人と家畜の接触が増え、大航海時代で世界中にコレラ・マラリア・インフルエンザが猛威を振るい自然

災害や戦争以上に大量死を招きます。第一次世界大戦死者２５００万人・第二次世界大戦５５００万人

（ 兵士１５００万人 民間人４０００万人）・ベトナム戦争 250 万人。原子爆弾投下に対してはたったの２個

で民間人、無差別殺人で３０万人の死者。 

正にコロナの感染蔓延は「戦争」戦時下と考えたほうがより身近に現実として捉えられるのではない

でしょうか。都市封鎖や緊急事態宣言で国民に対して強制的あるいは自粛を求めていますが、     

見えない敵への対処に戸惑うばかりです。言えるのは敵弾(飛沫ウィルス)飛び交う戦場に皆さん    

ノコノコ出かけますか？ 自由をはき違え外出して問題が生じれば責任を国に転嫁する、休業補償して 

もらえないと倒産してしまうなど自己責任などはどこ吹く風です。自営・会社経営大小問わず会社には 
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 岩本工業（株） 
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見る目、気付く目、工夫の目 みんなで取り組む５Ｓ活動 
 

by 亀井       
 

機械電機保全       ２級   横川 さん 

生産管理オペレーション  ３級   横川 さん 
 

おめでとうございます！更なる技術向上と後輩指導をお願いします 
 

利益留保は基本中の基本。日本の優良企業は内部留保が多すぎるから、先ずは物言う株主が 

「配当」、或いは社会に還元せよ！ 企業は公器であり存続する事が大前提、と言う真摯な経営者が 

多い日本だからこそ、１００年企業が３万社も存在するのです。  

アルバイトなど非正規社員が３０％前後という社会構成になり、その人たちの殆どは蓄えもなく直ぐに

転職出来た環境から、何もない砂漠に放り出された環境に晒されています。これらも「国の責任」だと 

声高に開き直れるのでしょうか？ イソップ物語「アリとキリギリス」の世界です。 

政治・経済・国民生活・・・人類への警鐘と受け止めなければならないでしょう。 

   提言 ： この奇禍だからこそマイナンバー制度を１００％網羅して、困窮している国民の為、留学生

や外人も含む納税者に対し、５～２０万円 / 月 の給付を即実行できるようなスピード感が 

大切だと感じます。ただ個人的には心身ともに健康でありながら働く意欲を持たない人に

は給付の必要性を感じませんが・・・。個人情報云々と言う方々には「権利放棄」とみなし、

少々は強権発動も時には必要。米中は「国民識別番号」を利用し、その主旨はサイバー 

セキュリティーを口実としています。特に中国は「公安」が不穏分子（政府転覆・テロリスト）

を摘発すると言う名目で悪用しているのでは？？ 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

編集後記 :新型コロナウイルスで世界規模の災禍となっています。「コロナ禍」と表現されていますが「災

い」避けられない天災と異なり「禍（わざわい）」は人為的に発生した、または防ぐことが出来た事柄と

いう意味があります。人為的に、つまり皆さんの行動次第でこれからの収束までの期間が変わってきま

す。色々なところで言われている３密を避け不要不急の外出を控えて乗り切りましょう。   Ｍ.Ｍ 

三須   
① ポリテクカレッジ石川 
② 平成 12年 1 月、ＡＢ型 
③ 将棋 
④ 趣味に熱中すること 
⑤ 新しい携帯電話 
⑥ 大器晩成 
⑦ 負けず嫌い 
 
 

① 出身校 ②誕生日、血液型 ③趣味(特技) ④休日の過ごし方 ⑤初任給で買いたい物 ⑥座右の銘 ⑦セールスポイント 

黒﨑   
① 金沢商業高校 
② 平成 13年 7 月、Ｂ型 
③ バスケ 
④ 家で動画を見る 
⑤ 財布 
⑥ 一生懸命 
⑦ 明るく元気 

田口   
① 金沢商業高校 
② 平成 14年 2 月、Ｏ型 
③ 音楽鑑賞、ドライブ 
④ 友人と遊びに行く、 

韓国ドラマを見る 
⑤ Ｄｉｏｒの香水 
⑥ 勝つまでやれば負けない 
⑦ 明るい所、人見知りが 

無い、器用 
 

野口   
① 金沢産業技術専門校 
② 平成 8年 6月、Ｂ型 
③ 釣り 
④ 草野球・釣り 
⑤ 両親へ焼肉をごちそうしたい 
⑥ 敵は己の中にあり 
⑦ 人見知りが無く、コミュニ

ケーションをしっかりとる
ことが出来る 

 

1 日 高瀬 さん     6 日 李  さん 

11 日  北村 さん   13 日 梅田 さん 

13 日 大桑 さん   16 日 安村 さん 

23 日 卯野 さん    25 日 杉村 さん 

25 日 吉田 さん   26 日 山本 さん 

30 日 松浦 さん  

 

 3 日 坂本 さん     4 日 道田 さん 
 9 日 北川 さん    11 日 陳  さん 
12 日 北本 さん    15 日 東  さん    
18 日 野口 さん   18 日 渡邊 さん 
21 日 水口 さん   24 日 尾田 さん 
25 日 久保出さん   26 日 島畑 さん 

 

大聖寺川 流し船（加賀市） 
一度は訪れたかった場所です！船頭

さんが唄う山中節も一層風情が  

ありました。残念ながら 4 月で 15 年

の運航が終わりました。 

高尾城見晴台（金沢市） 
石川県教育センター近くの階段を頑張

って 300 段登ると、一面の桜と共に 

金沢市内を一望することができます！

運動不足解消にいかがでしょう？ 

富山市城址公園（富山市） 
川べりの桜が夜にライトアップ

され、水面に反射してとっても

綺麗でした！ 

商品企画部長 金原  

この度、岩本会長直属の組織として『商品企画部』

が発足しました。全体写真のメンバーは、その  

構成員ですが、この仲間達は右図沿革に関わり、

活動に協力してくれた面々です。試作機完成から

早５年を経て、ついにこのメンバーと共に組織化

された事に喜びと共に責任を感じています。 

新たに営業のスペシャリスト「渡邊課長」を加え、

本格的な開発・拡販により、煩わしい『クーラント  

作業を撲滅』し、多くのお客様の生産効率向上の 

お役に立ちたいと思います。 

 とは言え、新型コロナの影響により、営業活動

に足踏みしておりますが、こんな時こそ開発に 

注力し、付加価値を高めていき、『ピンチはチャンス』

とポジティブに取り組んでまいります。 

 

趣味は、読書です。興味深い本がないか探しに時々

図書館や本屋に行ったりしています。休みの日は、

子供と遊んだり家事をして過ごしている事が多い

です。前職でシステム開発を行っていたので、  

パソコン関連に一日の長があります。 

大桑  
 

 47 歳 

 妻,息子 

 読書 

 パソコン 

 継続は力なり 

営業の渡邊です。 

前職の工作周辺機器の営業経験を活かし、『楽～ 

ラント』及び岩本工業の名を全国区に広めていき 

たいと思っております。 

よろしくお願い致します。 

渡邊  
 

 43 歳 

 妻 

 登山・旅行 

 〆鯖作り 

 成せば成る 

『クーラントサーバー 楽～ラント』沿革 
2015 年 1 月 自動供給装置起案 

2 月 開発開始 

4 月 本社試作 1号機完成 
2016 年 5 月 ビジネス創造フェア出展 

12 月 ソディック加賀事業所初出荷 

2017 年 9 月 ICS-3100C 正規販売開始（北陸） 

5 月 ＭＥＸ金沢初出展 

2018 年 9 月 グッド石川ブランド認定 

       12 月 “楽～ラント推進チーム”キックオフ 

2019 年 1 月 全国販売開始 

4 月 名古屋ものづくりワールド出展 

10 月 ICS-3200A 販売開始 

12 月 石川県研究者賞受賞 

2020 年 1 月 日刊工業新聞『ﾕｰﾓｱﾈｰﾐﾝｸﾞ賞受賞』 

4 月 商品企画部発足 


